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・意図 

当教室の研究テーマは臨床視覚電気生理学である。その中でも網膜電図（ERG）を継続的に行ってお

り、大学院生には何らかの形で臨床 ERG研究に関わってもらう予定である。 

臨床 ERG研究において必須の事項として国際臨床視覚電気学会が定めるスタンダードがある。これは

ERG記録ならびに評価法を標準化し施設間での比較を可能とした歴史的に重要な論文であり、研究を進

めるにあたって必要となる知識である。大学院での研究を円滑に進め、ERGに興味を持ってもらうため

に出題した。 

 

・解答 

網膜電図（ERG）は光刺激条件でその波形がダイナミックに変化する。したがって、記録条件を統一し

なければ施設間での比較ができない。この問題を解決するために国際臨床視覚電気生理学会（ISCEV）

は記録条件および評価法を標準化した。最初のスタンダードは 1989年に発表され、その後改変が繰り

返されて 2022年度版が最新である。 

1.杆体応答（DA0.01）：20分の暗順応後に暗順下で 0.01 cd-s/m2の強度の刺激光を使用して記録した

ERGで杆体系の機能を表している。波形は下記のように a-waveが無くゆっくりとした b-waveのみか

ら構成される。b-waveの振幅と頂点潜時を評価する。 

2.最大応答（DA3, DA10）：暗順下で 3あるいは 10 cd-s/m2の強度の刺激光を使用して記録した ERGで

錐体と杆体系の機能を表している。波形は下記のように a-と b-waveから構成され、b-waveの上行

脚に律動様小波（OPs）がみられる。 

3.錐体応答（LA3）：30 cd/m2の明順応を 10分間行った後に、同背景光下で 3 cd-s/m2の強度の刺激光

を使用して記録した錐体系の ERGである。波形は下記のように a-と b-waveから構成され、b-wave

の頂点潜時は杆体応答のそれと比較して早い。 

4.フリッカー応答：LA3と同じ背景光で 3 cd-s/m2の刺激光強度、30Hzの刺激頻度で記録する。サイ

ンカーブ状の波形となり、錐体系の応答である。 

 

 


